
は
じ
め
に
 
 

中
国
人
の
日
本
留
学
は
一
八
九
六
年
か
ら
始
ま
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
 
 

の
十
年
間
、
空
前
の
規
模
に
達
し
た
。
そ
れ
ば
ま
る
で
川
の
流
れ
の
よ
 
 

う
に
、
最
初
は
ほ
そ
ぼ
そ
と
流
れ
て
い
っ
た
も
の
が
、
次
第
に
大
書
な
 
 

河
と
な
り
、
そ
し
て
、
巨
大
な
勢
い
で
海
に
流
れ
込
ん
で
い
っ
た
。
こ
 
 

う
し
て
、
こ
の
時
期
多
く
の
中
国
人
が
祖
国
を
後
に
し
た
。
そ
の
一
方
 
 

で
、
数
多
く
の
日
本
人
も
教
習
（
教
師
）
と
し
て
招
か
れ
中
国
に
行
っ
 
 

た
。
人
が
自
ら
の
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
を
離
れ
、
未
知
の
世
界
に
赴
く
 
 

と
い
う
行
動
を
取
ら
せ
る
、
そ
の
背
後
に
は
必
ず
そ
れ
を
生
み
出
す
特
 
 

定
の
時
代
状
況
、
社
会
の
雰
囲
気
が
存
在
す
る
。
こ
の
留
学
発
生
期
に
 
 

お
け
る
時
代
の
雰
囲
気
を
把
握
す
る
こ
と
ば
、
中
国
人
の
日
本
留
学
を
 
 

的
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
卓
る
有
効
な
方
法
だ
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
 
 

日
本
留
学
と
日
本
人
教
習
 
 

－
一
九
一
〇
年
代
を
中
心
に
 
ー
 
 

中
国
の
近
代
教
育
や
日
本
留
学
史
の
問
題
は
す
で
に
、
実
藤
恵
秀
を
始
 
 

め
、
阿
部
洋
や
江
向
栄
や
厳
安
生
な
ど
の
学
者
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
 
 

い
る
。
い
ず
れ
の
研
究
も
豊
富
で
貴
重
な
資
料
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
詳
 
 

細
な
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
私
は
、
先
行
の
研
究
を
、
当
時
日
本
の
一
 
 

般
雑
誌
『
成
功
』
（
一
九
〇
二
～
一
九
一
六
）
及
び
中
国
の
教
育
、
文
学
 
 

史
に
名
を
残
し
た
蒋
夢
麟
（
一
八
八
六
～
一
九
六
三
）
、
胡
適
（
一
八
九
 
 

一
～
一
九
六
二
）
郭
沫
若
（
一
八
九
二
～
一
九
七
七
）
 
の
自
伝
や
回
想
 
 

記
と
結
び
合
わ
せ
、
当
時
の
中
国
人
日
本
留
学
と
中
国
に
渡
っ
た
日
本
 
 

人
教
習
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
『
成
功
』
雑
誌
に
は
日
本
人
 
 

教
習
、
中
国
人
留
学
生
に
関
す
る
記
事
は
多
く
は
な
い
が
、
断
片
的
に
 
 

載
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
章
か
ら
あ
る
程
度
当
時
の
日
本
人
教
師
 
 

の
状
況
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
童
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
蒋
夢
麟
、
胡
 
 

博
 
 

澤
 
玲
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適
、
郭
沫
若
は
ば
ぽ
同
時
代
の
人
で
、
二
〇
世
紀
の
初
頭
は
、
小
学
生
、
 
 

中
学
生
の
時
期
に
当
た
っ
た
。
前
の
二
人
は
後
に
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
 
 

た
が
、
郭
沫
若
は
四
川
省
楽
山
俄
に
生
ま
れ
、
一
九
一
四
年
来
日
し
、
一
 
 

高
の
特
設
予
科
、
六
高
を
経
て
、
九
州
大
学
医
学
部
に
入
学
し
た
。
彼
 
 

ら
の
自
伝
や
回
想
を
通
じ
て
、
近
代
教
育
の
初
期
に
当
時
の
中
国
青
年
 
 

は
何
を
体
験
し
た
の
か
、
何
を
見
た
の
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
 
 

だ
ろ
う
。
な
お
、
先
行
研
究
の
き
わ
め
て
多
い
分
野
で
あ
る
だ
け
に
、
本
 
 

論
文
で
も
多
く
の
先
達
の
成
果
を
援
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
 
 

た
。
中
国
人
の
日
本
留
学
、
中
国
に
招
聴
さ
れ
た
日
本
人
教
習
に
興
味
 
 

を
持
つ
人
間
と
し
て
、
私
は
そ
れ
ら
を
参
照
し
っ
つ
、
自
ら
集
め
た
い
 
 

く
つ
か
の
資
料
を
こ
れ
に
加
え
て
、
簡
潔
に
纏
め
る
こ
と
を
こ
の
論
文
 
 

で
の
目
的
と
し
た
。
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
本
格
的
な
留
学
研
究
と
は
言
 
 

え
な
い
が
、
従
来
の
研
究
の
概
略
を
伝
え
る
こ
と
が
で
卓
る
な
ら
ば
、
本
 
 

論
文
の
目
的
は
達
成
さ
れ
る
。
 
 

教
育
の
改
革
と
留
学
 
 

こ
こ
で
は
、
日
本
留
学
と
い
う
問
題
を
考
え
る
前
に
、
ま
ず
当
時
の
 
 

中
国
情
勢
と
教
育
改
革
の
流
れ
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
 
 
 

ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
西
欧
列
強
は
新
式
の
銃
や
砲
を
携
え
、
弱
体
化
し
 
 

て
い
る
中
華
帝
国
を
打
ち
負
か
し
た
。
こ
う
し
た
、
た
び
重
な
る
外
圧
、
 
 

不
平
等
条
約
の
く
び
き
の
も
と
で
は
、
次
第
に
中
国
の
体
制
内
部
の
開
 
 

明
派
官
僚
は
変
革
の
必
要
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
彼
ら
は
 
 

「
富
国
強
兵
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
洋
務
運
動
を
盛
ん
に
行
な
 
 

っ
た
。
洋
務
と
は
西
洋
的
実
務
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
は
科
学
を
指
 
 

し
て
い
る
。
富
国
の
た
め
に
、
西
洋
か
ら
軍
事
・
工
業
技
術
を
導
入
し
、
 
 

国
内
産
業
を
起
こ
し
、
西
洋
の
知
識
や
技
術
を
学
び
、
西
洋
を
制
せ
よ
 
 

と
呼
び
掛
け
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
「
富
国
強
兵
」
策
を
実
行
す
る
 
 

に
は
、
近
代
技
術
及
び
知
識
を
身
に
つ
け
た
人
材
が
是
非
と
も
必
要
だ
 
 

っ
た
。
し
か
し
、
旧
来
の
中
国
の
教
育
制
度
は
、
洋
務
に
通
暁
す
る
人
 
 

材
を
生
ま
な
か
っ
た
。
ま
た
科
挙
に
よ
る
選
抜
方
式
も
、
時
代
に
適
う
 
 

人
材
を
選
び
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
政
府
は
洋
務
を
 
 

具
体
化
し
て
ゆ
く
た
め
、
国
内
で
新
式
の
学
童
（
例
え
ば
、
京
師
同
文
 
 

舘
、
福
州
船
政
局
な
ど
）
を
開
設
し
、
西
洋
知
識
を
授
け
、
ま
た
一
方
 
 

で
、
先
進
的
な
文
明
国
へ
留
学
生
を
派
遣
す
る
こ
と
を
企
て
た
。
 
 
 

こ
う
し
て
、
中
国
の
留
学
生
計
画
は
始
ま
っ
た
。
し
か
し
日
本
に
つ
 
 

い
て
見
る
と
、
当
初
日
本
へ
送
ら
れ
た
留
学
生
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
 
 

し
、
ま
た
そ
の
計
画
も
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
当
時
の
中
国
人
の
心
 
 

の
な
か
で
は
、
日
本
は
東
洋
に
あ
る
小
さ
な
一
島
国
に
す
ぎ
な
か
っ
た
 
 

か
ら
で
あ
る
。
明
治
維
新
後
、
日
本
は
積
極
的
に
西
洋
文
明
を
取
り
入
 
 

れ
、
わ
ず
か
数
十
年
の
内
、
国
力
が
増
大
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
 
 

時
の
中
国
の
支
配
階
級
あ
る
い
は
士
大
夫
は
心
理
上
で
は
、
日
本
文
化
 
 

は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
人
が
中
国
文
化
を
学
ぶ
こ
 
 

と
ば
有
っ
て
も
、
逆
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。
日
本
に
学
 
 

ぶ
必
要
が
な
い
か
ら
、
日
本
へ
留
学
生
を
送
る
計
画
が
な
い
の
も
当
た
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り
前
で
あ
っ
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
大
き
な
転
機
が
訪
れ
た
。
そ
れ
は
日
清
戟
争
で
、
 
 

東
洋
の
小
国
日
本
が
大
中
聾
帝
国
に
勝
利
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
 
 

国
人
に
自
ら
の
洋
務
運
動
の
敗
北
を
認
め
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
中
国
 
 

人
の
日
本
人
観
を
一
変
さ
せ
た
戟
争
で
も
あ
っ
た
。
体
制
側
の
有
識
者
 
 

達
は
よ
う
や
く
日
本
の
西
洋
文
化
の
摂
取
と
努
力
が
国
力
の
強
大
を
も
 
 

た
ら
し
た
と
認
識
し
は
じ
め
た
。
こ
う
し
て
日
本
留
学
問
題
が
現
実
問
 
 

題
と
し
て
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
一
八
九
六
年
、
駐
日
公
 
 

使
裕
庚
が
一
三
人
の
官
費
留
学
生
を
日
本
へ
連
れ
て
重
た
。
彼
は
一
三
 
 

人
の
学
生
の
教
育
を
、
当
時
日
本
外
務
兼
文
部
大
臣
だ
っ
た
西
園
寺
公
 
 

望
に
依
頼
、
西
園
寺
は
高
等
師
範
学
校
長
の
嘉
納
治
五
郎
（
一
八
六
〇
 
 

～
一
九
三
八
）
に
こ
れ
を
委
託
し
た
。
こ
れ
が
中
国
人
日
本
留
学
の
は
 
 

じ
ま
り
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
時
を
境
に
、
留
学
生
が
一
気
に
増
え
た
 
 

わ
け
で
は
な
く
、
本
格
的
な
留
学
が
始
ま
る
の
に
は
、
も
う
少
し
時
間
 
 

が
必
要
で
あ
っ
た
。
 
 

一
八
九
八
年
、
列
強
の
中
国
分
割
の
動
き
が
加
速
化
し
、
こ
の
よ
う
 
 

な
危
機
状
況
の
な
か
で
、
中
国
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
こ
と
が
不
可
欠
 
 

だ
と
す
る
変
法
自
強
運
動
が
盛
ん
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
 
 

の
運
動
を
指
導
し
た
の
は
康
有
為
と
梁
啓
超
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
欧
 
 

米
諸
国
の
富
強
の
理
由
は
単
に
機
械
や
兵
器
が
す
ぐ
れ
て
い
る
か
ら
で
 
 

は
な
く
、
そ
の
根
底
に
盛
ん
な
学
問
研
究
や
教
育
の
普
及
が
あ
る
か
ら
 
 

だ
と
し
て
、
「
変
法
」
と
平
行
し
て
「
興
学
」
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。
 
 

こ
れ
は
具
体
的
に
、
実
際
生
活
か
ら
遊
離
し
て
役
に
立
た
な
く
な
っ
て
 
 

い
る
科
挙
制
度
や
古
教
育
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
と
も
に
、
諸
外
国
、
こ
 
 

と
に
日
本
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
全
国
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
近
代
学
校
を
 
 

設
置
し
、
ま
た
各
地
に
図
書
館
、
新
聞
舘
を
つ
く
り
、
外
国
図
書
を
翻
 
 

訳
し
て
、
さ
ら
に
西
洋
の
近
代
的
な
学
問
技
術
を
深
く
研
究
す
べ
き
こ
 
 

と
を
勧
め
、
ま
た
西
学
の
人
材
を
早
急
に
養
成
す
る
た
め
に
、
海
外
、
こ
 
 

と
に
日
本
に
留
学
生
を
派
遣
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
う
い
っ
た
運
 
 

動
は
い
く
つ
か
の
本
に
よ
っ
て
、
そ
の
理
論
的
な
根
拠
を
与
え
ら
れ
る
 
 

ぺ
く
説
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
こ
の
年
、
厳
復
（
一
八
五
三
 
 

～
一
九
二
一
）
は
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
『
進
化
と
論
理
』
を
『
天
演
論
』
と
 
 

題
し
て
翻
訳
出
版
し
た
。
そ
の
中
に
提
示
さ
れ
た
「
生
存
競
争
」
「
自
然
 
 

淘
汰
」
の
考
え
方
は
、
当
時
の
中
国
の
お
か
れ
た
国
際
的
な
地
位
を
巧
 
 

み
に
説
明
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
弱
肉
強
食
の
世
界
の
な
か
に
あ
っ
 
 

て
、
も
し
中
国
が
旧
制
度
を
改
革
し
、
西
洋
近
代
の
政
治
・
社
会
制
度
 
 

を
学
び
、
新
式
の
学
校
制
度
を
導
入
し
、
か
つ
新
時
代
に
適
応
す
る
努
 
 

力
を
し
な
い
な
ら
ば
、
必
ず
「
優
勝
劣
敗
」
の
法
則
に
よ
っ
て
淘
汰
さ
 
 

れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
こ
の
年
、
清
末
の
教
育
改
革
者
張
之
洞
（
一
八
三
七
～
一
九
 
 

〇
九
）
が
「
勧
学
篇
」
を
世
に
送
っ
た
。
彼
は
「
中
学
を
体
と
な
し
、
西
 
 

学
を
用
と
な
す
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
中
体
西
用
」
論
の
立
場
に
立
 
 

っ
て
、
西
学
に
対
し
て
一
定
の
理
解
を
示
し
た
。
こ
の
日
本
留
学
の
宣
 
 

言
書
と
言
わ
れ
た
「
勧
学
篇
」
 
の
な
か
で
、
張
之
洞
は
学
童
の
組
織
的
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導
入
に
よ
る
近
代
教
育
の
普
及
や
、
外
国
書
籍
の
翻
訳
を
盛
ん
に
行
な
 
 

う
よ
う
提
唱
し
て
い
た
。
そ
し
て
結
論
的
に
、
日
本
へ
の
留
学
生
派
遣
 
 

を
勧
め
た
の
で
あ
る
。
 
 

「
洋
行
の
一
年
は
読
書
五
年
に
ま
さ
り
、
海
外
学
童
の
一
年
は
国
内
学
 
 

堂
で
の
勉
学
の
三
年
に
ま
さ
る
…
遊
学
の
国
に
至
っ
て
は
、
西
洋
は
東
 
 

洋
に
如
か
ず
…
」
 
 
 

張
之
洞
が
日
本
留
学
を
推
奨
す
る
理
由
を
要
約
す
る
と
、
大
体
次
の
 
 

よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
本
と
中
国
と
は
距
離
が
近
く
、
交
通
費
が
か
 
 

か
ら
な
い
の
で
、
多
く
の
人
を
派
遣
で
き
る
。
次
に
、
風
俗
習
慣
も
似
 
 

て
お
り
、
文
化
的
に
も
近
い
の
で
、
比
較
考
察
が
容
易
で
あ
る
。
ま
た
、
 
 

日
本
語
は
中
国
語
に
近
い
の
で
、
覚
え
や
す
い
。
そ
し
て
に
日
本
は
す
 
 

で
に
西
洋
の
重
要
な
学
問
を
あ
ら
ま
し
消
化
し
て
い
る
た
め
、
中
国
が
 
 

西
洋
の
学
問
を
学
ぶ
場
合
、
さ
し
あ
た
り
日
本
の
こ
な
し
て
い
る
西
洋
 
 

文
化
を
習
え
ば
、
直
接
西
洋
に
学
ぶ
よ
り
も
半
分
の
時
間
で
倍
以
上
の
 
 

効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
勧
学
篇
」
は
時
の
皇
帝
か
ら
勅
命
を
 
 

得
て
、
各
地
方
に
頒
布
さ
れ
、
百
万
部
も
売
れ
た
と
言
わ
れ
る
（
阿
部
 
 

洋
一
九
九
〇
年
 
五
五
ペ
ー
ジ
）
。
 
 
 

以
上
は
中
国
の
近
代
教
育
の
導
入
と
日
本
留
学
の
発
生
に
関
し
て
の
 
 

歴
史
の
く
だ
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
を
列
強
か
ら
救
お
う
と
 
 

す
る
有
識
者
達
は
元
来
の
教
育
を
改
革
し
て
、
近
代
文
明
に
相
応
し
い
 
 

人
材
を
育
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
教
育
改
革
の
流
れ
は
一
九
〇
五
年
の
科
挙
廃
 
 

止
に
よ
っ
て
決
定
的
と
な
る
。
一
九
〇
四
年
皇
帝
臨
席
の
も
と
に
行
な
 
 

わ
れ
る
「
殿
試
」
を
最
後
に
、
科
挙
試
験
は
千
三
百
年
あ
ま
り
の
歴
史
 
 

を
閉
じ
た
。
翌
年
の
一
九
〇
五
年
九
月
に
は
、
清
朝
は
科
挙
の
廃
止
を
 
 

正
式
に
布
告
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
こ
の
年
の
一
二
月
中
央
教
育
行
政
 
 

機
関
・
学
部
が
成
立
し
た
。
省
に
提
学
便
司
、
県
に
勧
学
所
を
設
置
さ
 
 

れ
、
こ
れ
ら
の
役
所
が
学
童
開
設
の
督
励
に
あ
た
っ
た
。
 
 
 

後
に
北
京
大
学
の
学
長
に
な
っ
た
蒋
夢
麟
は
彼
の
自
伝
の
中
に
、
科
 
 

挙
の
廃
止
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
科
挙
を
廃
止
す
る
紹
 
 

書
は
日
本
が
ロ
シ
ア
に
勝
っ
た
と
い
う
事
実
に
促
さ
れ
た
の
だ
。
科
挙
 
 

の
代
わ
り
に
、
日
本
を
モ
デ
ル
に
し
た
教
育
が
導
入
さ
れ
た
。
」
（
蒋
夢
 
 

麟
一
九
九
二
年
 
八
〇
ペ
ー
ジ
）
 
 
 

蒋
の
指
摘
し
た
日
露
戟
争
は
一
九
〇
四
年
に
始
ま
っ
て
い
る
。
当
時
 
 

の
中
国
の
新
聞
は
非
常
な
関
心
を
も
っ
て
こ
の
戦
争
を
報
道
し
た
。
こ
 
 

れ
は
日
本
に
対
す
る
関
心
が
庶
民
感
情
の
上
で
も
非
常
に
高
ま
っ
て
い
 
 

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
年
、
胡
適
は
田
舎
か
ら
上
海
の
学
童
に
 
 

進
学
し
、
あ
る
日
の
作
文
の
授
業
で
「
日
本
は
な
ぜ
強
く
な
っ
た
か
」
と
 
 

い
う
題
目
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
（
胡
適
『
四
十
自
叙
』
）
。
 
 

こ
れ
な
ど
は
中
国
人
の
日
本
に
対
す
る
姿
勢
の
変
化
を
如
実
に
示
し
て
 
 

い
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

こ
う
し
た
、
日
露
戦
争
で
の
日
本
の
勝
利
は
、
同
じ
ア
ジ
ア
人
と
し
 
 

て
の
中
国
の
人
達
に
も
、
あ
る
種
の
自
信
と
自
負
心
を
抱
か
せ
た
に
相
 
 

違
な
く
、
次
の
蒋
夢
磯
の
文
に
も
そ
れ
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
一
九
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〇
七
年
の
夏
休
み
、
蒋
夢
麟
は
従
兄
の
勧
め
で
、
日
本
を
旅
行
し
た
。
彼
 
 

は
上
野
の
展
示
会
に
数
十
回
足
を
運
び
、
日
本
の
工
業
の
発
展
に
深
い
 
 

印
象
を
受
け
た
。
彼
は
次
の
よ
う
な
感
想
を
書
い
て
い
る
。
「
私
は
日
本
 
 

に
つ
い
て
良
い
印
象
を
得
た
。
国
の
全
体
は
公
園
の
よ
う
で
、
人
々
の
 
 

身
な
り
は
き
ち
ん
と
し
て
い
て
、
都
市
は
清
潔
で
あ
る
。
彼
ら
は
心
の
 
 

な
か
で
、
高
い
誇
り
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
客
さ
ん
を
 
 

丁
寧
に
扱
う
。
義
務
教
育
の
お
か
げ
で
、
国
民
の
一
般
的
な
教
育
水
準
 
 

は
中
国
よ
り
遥
か
に
高
い
。
こ
れ
が
日
本
を
世
界
の
強
国
に
な
ら
せ
た
 
 

秘
密
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
私
の
一
カ
月
の
日
本
滞
在
後
の
印
象
で
あ
る
。
後
 
 

に
（
一
九
〇
八
年
）
私
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
教
育
学
を
専
攻
し
た
。
 
 

そ
れ
は
こ
の
 
（
日
本
旅
行
の
）
感
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
」
（
蒋
夢
麟
 
 

前
掲
書
 
八
四
ペ
ー
ジ
）
当
時
の
中
国
人
は
確
か
に
日
本
に
奮
い
立
た
 
 

れ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 

日
本
留
学
の
広
が
り
 
 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
中
国
人
の
日
本
留
学
は
一
八
九
六
年
に
始
ま
 
 

っ
た
。
し
か
し
、
初
め
は
そ
れ
ほ
ど
盛
ん
で
は
な
く
、
科
挙
廃
止
の
前
 
 

年
を
み
る
と
、
留
学
生
の
数
は
一
三
〇
〇
人
足
ら
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
 
 

ろ
が
、
一
九
〇
五
年
に
は
留
学
生
数
は
一
挙
に
八
〇
〇
〇
人
と
な
り
、
一
 
 

九
〇
六
年
に
は
一
三
〇
〇
〇
～
一
四
〇
〇
〇
人
と
も
、
二
〇
〇
〇
〇
人
 
 

と
も
言
わ
れ
る
程
の
人
数
に
登
っ
た
と
い
う
（
実
藤
恵
秀
一
九
七
〇
 
 

年
一
五
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
な
留
学
生
数
の
増
加
は
中
国
政
府
の
人
 
 

材
養
成
策
や
、
前
述
し
た
日
露
戦
争
で
黄
色
人
種
の
日
本
が
白
人
の
ロ
 
 

シ
ア
に
勝
っ
た
と
い
う
「
驚
博
」
的
な
結
果
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
 
 

日
本
は
中
国
の
学
ぶ
ペ
卓
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

後
に
日
本
留
学
を
経
て
、
中
国
の
文
壇
で
大
い
に
活
躍
し
て
い
た
郭
 
 

沫
若
が
『
わ
が
幼
少
年
時
代
』
 
の
な
か
で
、
そ
の
時
の
自
分
の
気
持
ち
 
 

を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
そ
の
こ
ろ
外
国
留
学
熱
が
広
が
り
つ
つ
 
 

あ
っ
た
。
欧
米
に
対
し
て
私
が
大
き
な
憧
憬
を
持
ち
始
め
て
い
た
の
は
 
 

い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
と
う
て
い
実
現
困
難
だ
っ
た
。
長
 
 

兄
は
も
う
日
本
に
行
っ
て
お
り
、
ま
た
五
兄
も
私
が
中
学
に
ほ
い
っ
た
 
 

時
に
、
武
備
学
童
を
卒
業
し
て
日
本
に
実
習
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
そ
 
 

こ
も
あ
こ
が
れ
の
土
地
だ
っ
た
。
日
本
へ
行
く
の
が
だ
め
な
ら
北
京
・
上
 
 

海
へ
行
き
た
い
。
そ
れ
も
だ
め
な
ら
、
せ
め
て
省
都
（
成
都
）
 
へ
行
こ
 
 

う
」
と
（
郭
沫
若
一
九
六
二
年
 
七
一
ペ
ー
ジ
）
。
郭
の
回
想
か
ら
、
 
 

当
時
の
中
国
の
若
い
世
代
が
新
し
い
教
育
に
目
覚
め
始
め
た
様
子
が
窺
 
 

え
る
。
つ
ま
り
郷
里
の
学
校
（
彼
は
当
時
田
舎
の
町
の
中
学
校
に
進
学
 
 

し
た
ば
か
り
）
で
の
教
育
に
は
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
都
会
や
、
 
 

外
国
へ
行
っ
て
新
し
い
学
問
を
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
焦
燥
感
が
読
み
 
 

取
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
武
備
学
堂
は
一
九
〇
三
年
成
都
に
成
 
 

立
し
た
学
校
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
何
人
か
の
日
本
武
官
が
教
習
と
し
 
 

て
勤
め
て
い
た
、
と
当
時
中
国
に
い
た
日
本
人
は
述
べ
て
い
る
（
城
山
 
 

三
峡
一
九
〇
七
年
 
三
七
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
な
日
本
人
教
習
の
存
 
 

在
は
留
学
を
さ
ら
に
加
熱
し
た
と
思
わ
れ
る
。
学
生
が
彼
ら
の
授
業
や
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話
か
ら
日
本
の
教
育
事
情
を
知
り
、
留
学
意
欲
を
掻
き
た
て
ら
れ
た
こ
 
 

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
殺
到
し
た
留
学
生
は
ど
の
よ
う
な
人
達
だ
っ
た
 
 

の
だ
ろ
う
か
。
松
本
亀
次
郎
（
一
八
六
六
～
一
九
四
五
）
に
よ
れ
ば
、
怒
 
 

涛
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
た
留
学
生
の
中
に
は
、
官
費
留
学
生
だ
け
で
な
 
 

く
、
自
費
で
旅
費
を
準
備
し
た
留
学
生
や
、
旅
行
者
も
い
た
。
兄
弟
姉
 
 

妹
、
夫
婦
親
子
と
一
家
揃
っ
て
海
を
渡
っ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
一
三
、
四
 
 

歳
の
子
供
か
ら
七
、
八
〇
歳
の
老
人
ま
で
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
、
 
 

留
学
生
の
学
力
や
志
望
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
。
宏
文
学
院
長
を
 
 

し
た
嘉
納
治
五
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
普
通
学
の
出
来
ぬ
者
 
 

も
来
れ
ば
、
四
〇
、
五
〇
以
上
の
老
人
も
来
る
。
地
方
の
紳
士
も
来
れ
 
 

ば
、
翰
林
院
の
学
士
も
来
る
。
…
汽
車
旅
行
的
に
手
取
り
早
く
日
本
の
 
 

文
物
を
視
て
帰
り
度
い
者
、
普
通
学
か
ら
入
っ
て
専
門
学
を
修
め
度
い
 
 

者
、
教
育
に
志
す
者
、
軍
人
に
志
す
者
、
士
、
農
、
工
、
商
雑
然
た
る
 
 

有
様
を
呈
し
た
も
の
だ
。
」
（
嘉
納
治
五
郎
一
九
〇
六
年
 
七
～
八
ペ
ー
 
 

ジ
）
 
こ
の
二
つ
の
叙
述
か
ら
、
当
時
の
中
国
の
人
々
の
認
識
で
は
、
留
 
 

学
と
は
若
い
世
代
の
特
権
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
体
験
で
き
る
こ
 
 

と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
 
 

日
本
人
教
習
及
び
日
本
人
が
作
っ
た
学
校
に
つ
い
て
 
 

中
国
留
学
生
が
大
挙
し
て
日
本
に
押
し
寄
せ
た
こ
ろ
、
数
多
く
の
日
 
 

本
人
が
教
師
と
し
て
招
か
れ
中
国
に
渡
っ
た
。
今
世
紀
の
最
初
の
一
〇
 
 

年
間
、
多
く
の
日
本
人
教
師
は
中
国
政
府
に
招
蒋
さ
れ
た
人
達
で
あ
っ
 
 

た
。
実
藤
恵
秀
に
よ
る
と
、
一
時
期
そ
の
数
は
六
〇
〇
名
に
も
達
す
る
 
 

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
 
（
英
藤
恵
秀
 
前
掲
書
 
九
三
ペ
ー
ジ
）
。
 
 

こ
う
し
た
日
本
人
教
師
の
増
加
は
当
時
の
中
国
の
教
育
事
情
と
無
縁
で
 
 

は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
こ
の
原
因
か
ら
見
て
ゆ
重
た
い
。
 
 
 

科
挙
廃
止
に
先
立
っ
て
、
一
九
〇
一
年
か
ら
政
府
は
従
来
の
書
院
を
 
 

新
式
の
学
校
（
洋
学
堂
）
 
に
改
組
し
、
京
師
大
学
堂
（
一
八
九
八
年
に
 
 

発
足
し
た
が
、
義
和
団
事
件
で
閉
鎖
さ
れ
た
）
を
再
開
し
、
諸
外
国
、
特
 
 

に
日
本
の
制
度
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
「
欽
定
学
堂
章
程
」
（
一
九
〇
 
 

二
年
）
を
発
布
し
た
。
ま
た
、
各
省
に
対
し
、
学
生
を
選
抜
し
て
、
海
 
 

外
、
こ
と
に
日
本
に
留
学
生
を
派
遣
す
る
よ
う
命
令
し
た
。
こ
う
し
て
、
 
 

教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
、
こ
れ
を
平
行
し
て
学
堂
の
建
設
が
着
々
と
進
 
 

め
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
器
に
つ
い
て
の
整
備
は
順
調
に
進
め
 
 

ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
中
身
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
新
教
育
を
支
え
 
 

る
教
師
の
不
足
が
問
題
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
理
科
、
工
科
、
地
理
担
 
 

当
の
教
師
の
不
足
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
確
か
に
留
学
生
を
海
外
に
送
っ
 
 

て
、
速
成
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
は
教
師
の
養
成
方
法
の
一
つ
に
違
 
 

い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
経
済
的
な
面
で
も
問
題
が
あ
っ
た
上
に
、
外
 
 

国
で
の
短
期
間
の
教
育
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
た
者
が
本
国
の
高
等
教
育
 
 

機
関
で
果
た
し
て
十
分
に
教
授
で
き
う
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
も
 
 

あ
っ
た
。
そ
こ
で
手
っ
取
り
早
い
手
段
と
し
て
、
外
国
人
を
中
国
の
学
 
 

校
へ
教
師
と
し
て
招
い
た
の
で
あ
る
。
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一
九
〇
二
年
、
中
国
の
碩
学
呉
汝
姶
（
一
八
四
〇
～
一
九
〇
三
）
は
 
 

京
師
大
学
堂
総
講
習
に
就
任
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
。
彼
は
就
任
に
先
 
 

立
ち
日
本
の
教
育
事
情
や
大
学
運
営
を
調
査
す
る
た
め
、
六
三
歳
の
高
 
 

齢
を
お
し
て
日
本
に
赴
い
た
。
彼
は
日
本
に
約
四
カ
月
間
滞
在
し
、
文
 
 

部
省
を
は
じ
め
、
各
官
立
学
校
、
文
化
施
設
を
訪
問
し
、
教
育
界
の
名
 
 

士
と
中
国
の
教
育
改
革
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。
そ
し
て
、
こ
 
 

の
時
に
正
式
に
日
本
人
教
習
の
招
聴
を
日
本
の
関
係
者
に
依
頼
し
た
。
 
 
 

日
本
人
教
習
と
は
、
中
国
に
釆
て
教
鞭
を
と
っ
た
日
本
籍
の
教
育
者
 
 

を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
日
本
か
ら
中
国
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
者
が
主
で
 
 

あ
る
が
、
一
部
に
中
国
に
い
た
日
本
人
居
留
民
で
あ
っ
た
者
、
ま
た
中
 
 

国
で
中
国
人
を
対
象
に
経
営
し
て
い
た
、
い
く
つ
か
の
学
校
で
教
鞭
を
 
 

と
っ
て
い
た
日
本
籍
の
教
師
も
含
む
。
蒋
夢
麟
に
よ
る
と
、
一
八
九
八
 
 

年
、
彼
が
紹
興
府
の
中
西
学
童
の
生
徒
だ
っ
た
頃
、
学
校
に
は
日
本
語
 
 

教
師
の
日
本
人
が
い
た
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
教
師
は
在
中
国
 
 

日
本
人
な
の
か
、
日
本
か
ら
招
か
れ
た
の
か
、
は
不
明
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
日
本
人
教
習
は
い
つ
頃
か
ら
本
格
的
に
中
国
 
 

の
学
校
に
登
場
し
は
じ
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
〇
五
年
外
国
語
学
校
 
 

の
教
授
を
し
て
い
た
宮
島
大
八
は
「
支
那
で
日
本
の
人
材
を
招
聴
し
始
 
 

め
た
の
は
日
清
戟
役
の
後
で
あ
る
。
流
石
の
支
那
も
日
清
戦
役
の
結
果
、
 
 

少
し
く
目
を
醒
ま
し
て
先
づ
虜
東
の
同
文
館
か
ら
教
師
一
人
を
求
め
た
 
 

い
と
、
日
本
政
府
に
向
か
つ
て
依
頼
し
て
重
た
、
既
往
幾
千
年
間
日
本
 
 

が
支
那
よ
り
教
師
を
招
い
た
事
は
あ
つ
て
も
、
支
那
が
日
本
政
府
に
向
 
 

か
つ
て
教
師
の
注
文
を
し
て
来
た
の
は
之
が
抑
も
の
始
め
で
あ
る
。
」
と
 
 

記
し
て
い
る
（
宮
島
大
八
一
九
〇
五
年
 
三
三
ペ
ー
ジ
）
。
宮
島
大
八
 
 

は
当
時
早
稲
田
大
学
清
国
留
学
部
の
主
事
を
し
て
い
た
青
柳
篤
恒
（
一
 
 

八
七
七
～
一
九
六
一
）
 
の
か
つ
て
の
先
生
で
、
中
国
の
事
情
に
詳
し
い
 
 

青
柳
か
ら
、
確
実
な
情
報
を
得
た
の
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
中
国
が
周
辺
 
 

の
民
族
か
ら
教
師
を
招
い
た
こ
と
は
、
か
つ
て
な
か
っ
た
こ
と
か
も
し
 
 

れ
な
い
。
 
 
 

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
中
国
の
国
内
の
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
日
 
 

本
で
は
「
渡
清
熟
」
が
起
こ
っ
て
い
た
。
中
国
に
居
住
し
て
い
る
日
本
 
 

人
は
一
八
九
九
年
に
は
一
七
二
五
人
程
度
だ
っ
た
が
、
一
九
〇
五
年
に
 
 

は
一
六
九
一
〇
人
（
東
亜
同
文
会
編
『
支
那
年
鑑
』
 
に
よ
る
）
 
に
は
ね
 
 

あ
が
っ
た
。
中
国
は
日
本
人
の
憧
れ
の
事
業
開
拓
の
場
所
と
な
っ
て
い
 
 

た
の
で
あ
る
。
雑
誌
『
成
功
』
 
の
海
外
活
動
欄
に
は
中
国
の
教
育
事
情
 
 

が
た
び
た
び
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
〇
四
年
一
月
号
の
『
成
功
』
詰
 
 

の
臨
時
付
録
の
「
満
韓
事
業
案
内
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
勧
め
が
あ
る
。
 
 

「
日
本
人
が
渡
清
は
商
業
に
於
い
て
も
、
農
業
に
於
い
て
も
、
工
業
に
於
 
 

い
て
も
、
教
育
に
於
い
て
も
、
其
他
凡
て
の
方
面
に
於
い
て
中
々
有
望
 
 

の
事
と
思
う
」
、
「
日
本
人
は
教
育
家
と
し
て
の
渡
清
は
有
望
で
あ
る
」
。
 
 

つ
ま
り
、
商
業
、
農
業
、
工
業
と
並
ん
で
、
教
育
も
有
望
な
事
業
と
さ
 
 

れ
た
の
だ
。
『
成
功
』
は
「
枢
要
の
都
会
に
教
科
書
礫
（
書
店
）
の
開
店
」
 
 

を
提
案
し
た
。
ま
た
、
あ
る
投
稿
者
は
教
育
用
品
の
売
買
を
勧
め
、
「
現
 
 

在
支
那
人
が
最
も
敏
乏
を
感
じ
て
居
る
物
は
何
で
あ
る
か
と
云
ふ
と
、
教
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育
品
の
如
尊
は
た
し
か
に
憧
に
其
一
で
あ
ら
う
と
思
ふ
、
図
囲
の
手
本
 
 

と
か
、
図
引
器
械
と
か
、
標
本
と
か
、
倦
操
器
械
と
云
ふ
や
う
な
物
は
 
 

大
に
故
乏
し
て
居
る
」
（
木
野
村
政
徳
一
九
〇
五
年
 
二
五
三
ペ
ー
ジ
）
 
 

と
説
明
し
た
。
確
か
に
、
近
代
教
育
を
導
入
し
た
ば
か
り
の
中
国
に
は
 
 

教
育
用
品
や
教
科
書
類
の
欠
乏
は
大
さ
な
問
題
で
あ
っ
た
。
郭
沫
若
の
 
 

話
に
よ
る
と
、
彼
が
中
学
で
使
っ
た
幾
何
学
は
菊
地
大
麓
（
一
八
五
五
 
 

～
一
九
一
七
）
 
の
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
物
理
学
は
本
多
光
太
郎
の
 
 

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
日
本
人
が
教
育
家
と
し
て
の
渡
清
は
 
 

有
望
で
あ
る
」
と
勧
め
た
 
『
成
功
』
 
の
誌
面
に
は
、
日
本
人
教
習
に
つ
 
 

い
て
の
具
体
的
な
記
事
も
断
片
的
に
現
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
ど
の
 
 

科
目
の
教
師
が
足
り
な
い
か
、
給
料
は
ど
の
く
ら
い
か
、
等
々
。
と
も
 
 

か
く
、
日
本
人
教
習
が
有
望
か
つ
高
給
の
職
業
と
し
て
、
渡
航
希
望
者
 
 

に
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
で
の
日
本
人
教
習
の
 
 

評
価
も
、
日
本
人
の
増
加
を
後
押
し
し
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
誕
生
し
た
日
本
人
教
習
で
あ
る
が
、
 
 

以
下
で
は
少
し
見
方
を
変
え
て
日
本
人
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
学
校
に
 
 

つ
い
て
も
、
付
け
加
え
て
、
話
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
中
国
で
 
 

日
本
人
に
よ
る
学
校
の
開
設
と
運
営
は
一
八
九
八
年
頃
か
ら
始
ま
り
、
 
 

徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
「
東
文
学
堂
」
と
い
う
教
育
機
関
は
 
 

早
い
段
階
か
ら
中
国
の
主
要
な
都
市
に
広
ま
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
人
に
 
 

日
本
語
を
教
え
る
か
た
わ
ら
、
近
代
諸
科
学
の
基
礎
と
し
て
の
普
通
学
 
 

（
例
え
ば
、
地
理
、
世
界
史
、
理
科
等
）
も
授
け
、
中
国
人
に
新
教
育
を
 
 

示
す
と
と
も
に
、
近
代
学
校
の
た
め
の
教
員
養
成
の
役
割
を
も
果
た
し
 
 

た
。
当
時
の
日
本
政
府
も
日
本
人
教
習
の
派
遣
を
重
視
し
て
お
り
、
派
 
 

遣
の
人
員
は
、
特
定
の
学
校
や
機
関
の
中
か
ら
選
抜
し
た
だ
け
で
な
く
、
 
 

さ
ら
に
「
清
韓
教
員
養
成
所
」
 
で
短
期
的
な
訓
練
を
受
け
さ
せ
た
。
ま
 
 

た
中
国
で
中
国
人
を
対
象
に
学
校
を
経
営
す
る
こ
と
も
大
い
に
重
視
し
、
 
 

援
助
・
指
導
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
校
は
個
人
の
 
 

名
目
で
あ
っ
て
も
、
実
際
は
政
府
の
指
導
を
受
け
る
か
、
軍
の
管
理
下
 
 

に
あ
っ
た
。
（
江
向
栄
一
九
九
一
年
 
二
六
二
ペ
ー
ジ
）
 
 

一
つ
の
例
を
取
る
と
、
中
島
裁
之
（
一
八
六
九
～
一
九
三
九
）
 
の
東
 
 

文
学
社
は
そ
の
タ
イ
プ
の
学
校
の
代
表
で
あ
っ
た
。
彼
は
熊
本
県
に
生
 
 

ま
れ
、
本
願
寺
の
学
校
（
現
竜
谷
大
学
の
前
身
）
を
出
た
後
、
一
八
九
 
 

一
年
に
中
国
に
渡
り
、
中
国
各
地
を
ま
わ
っ
た
。
一
八
九
七
年
、
彼
は
 
 

河
北
省
の
保
定
蓮
地
書
院
を
主
宰
し
て
い
た
呉
汝
給
に
師
事
し
、
師
の
 
 

依
頼
に
よ
り
、
他
の
門
下
生
に
日
本
語
、
英
語
を
教
授
し
た
。
呉
汝
姶
 
 

は
当
時
中
国
の
碩
学
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
李
鴻
章
の
幕
客
で
も
あ
 
 

っ
た
。
中
島
は
人
脈
の
広
い
呉
を
通
し
て
、
当
時
の
有
力
な
官
僚
と
知
 
 

り
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
が
、
そ
の
中
で
清
末
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
老
 
 

残
遊
記
』
の
著
者
劉
鉄
雲
（
一
八
五
七
～
一
九
〇
九
）
か
ら
一
千
元
の
 
 

寄
付
を
得
、
一
九
〇
一
年
三
月
北
京
に
東
文
学
社
を
開
設
し
た
。
中
島
 
 

の
 
『
東
文
学
祉
紀
要
』
 
に
よ
る
と
、
こ
の
学
校
は
年
齢
や
学
歴
の
制
限
 
 

も
、
家
柄
、
民
族
、
職
業
な
ど
の
規
定
も
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
学
費
を
 
 

徴
収
し
な
か
っ
た
た
め
、
定
員
を
遥
か
に
超
え
る
学
生
が
集
ま
っ
た
。
学
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校
の
最
低
限
度
の
支
出
と
学
校
ス
タ
ッ
フ
の
月
給
な
ど
の
経
費
は
か
か
 
 

っ
た
が
、
中
島
本
人
の
生
活
費
は
自
分
で
工
面
し
、
学
校
か
ら
は
支
給
 
 

を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
で
は
、
こ
の
学
校
の
運
営
は
ど
の
よ
う
に
維
 
 

持
さ
れ
て
い
た
の
か
。
そ
の
後
分
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
中
島
裁
之
は
当
 
 

時
の
日
本
の
在
靖
国
駐
屯
部
（
在
天
津
）
か
ら
、
雑
誌
の
編
纂
の
名
目
 
 

で
資
金
援
助
を
受
け
、
さ
ら
に
古
い
友
人
を
通
し
て
、
駐
清
国
の
公
使
 
 

館
も
し
く
は
日
本
の
外
務
省
か
ら
資
金
援
助
を
得
て
い
た
。
中
島
裁
之
 
 

は
政
府
の
意
図
で
、
学
校
を
設
立
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
日
 
 

本
政
府
は
こ
う
し
た
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、
東
文
学
社
を
補
助
し
た
の
で
 
 

あ
る
。
 
 

日
本
人
教
習
、
日
本
に
留
学
し
た
教
師
 
 

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
中
国
に
渡
っ
て
い
っ
た
日
 
 

本
人
教
習
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
が
与
え
た
影
響
や
普
 
 

通
の
中
国
人
遵
と
の
交
流
、
日
本
留
学
の
経
験
者
に
よ
る
授
業
の
実
態
 
 

は
い
っ
た
い
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
章
で
は
、
 
 

そ
の
実
際
を
特
徴
的
な
例
を
二
、
三
取
り
上
げ
、
見
て
行
幸
た
い
。
こ
 
 

こ
で
特
に
取
り
上
げ
る
の
は
郭
沫
若
の
回
想
記
で
あ
る
。
 
 
 

郭
沫
若
の
 
「
わ
が
幼
少
年
時
代
」
に
よ
る
と
、
成
都
の
学
校
が
で
き
 
 

た
ば
か
り
の
こ
ろ
、
招
聴
さ
れ
て
き
た
日
本
の
教
習
は
非
常
に
多
か
っ
 
 

た
。
そ
の
こ
ろ
、
田
舎
の
蒙
学
堂
で
は
樺
式
体
操
（
そ
も
そ
も
伝
統
的
 
 

な
中
国
の
家
塾
や
書
院
に
は
こ
の
科
目
が
な
か
っ
た
）
が
教
え
ら
れ
て
 
 

い
た
。
洋
式
体
操
自
体
、
中
国
で
は
珍
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、
中
国
人
 
 

に
と
っ
て
、
さ
ら
に
奇
妙
だ
っ
た
の
は
体
操
の
時
の
号
令
で
あ
っ
た
。
 
 

「
立
正
」
（
中
国
語
）
を
「
立
正
」
と
呼
ば
ず
に
、
「
キ
ヲ
ツ
ケ
ー
」
、
「
向
 
 

右
転
」
を
「
ミ
ギ
ム
ケ
ー
ミ
ギ
」
、
「
向
左
転
」
を
「
ヒ
グ
リ
ム
ケ
ー
ヒ
 
 

ダ
リ
」
と
い
い
、
足
を
あ
げ
て
歩
卓
出
す
と
「
ヒ
、
フ
、
ミ
、
ヒ
、
フ
、
 
 

ミ
」
と
呼
ん
だ
。
体
操
は
日
本
人
教
習
に
よ
っ
て
中
国
の
学
校
に
紹
介
 
 

さ
れ
た
の
だ
が
、
号
令
は
中
国
語
に
訳
さ
れ
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
蒙
学
 
 

堂
の
生
徒
は
わ
け
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
こ
れ
は
ま
っ
た
く
 
 

お
も
し
ろ
い
も
の
で
、
『
洋
式
体
操
』
を
す
る
時
に
は
、
通
り
に
い
る
人
 
 

が
ほ
と
ん
ど
み
な
集
ま
っ
て
釆
て
見
学
し
た
も
の
だ
っ
た
。
」
（
郭
沫
若
 
 

前
掲
書
 
三
二
ペ
ー
ジ
）
と
郭
沫
若
は
記
し
て
い
る
。
当
時
日
本
人
教
 
 

習
の
授
業
は
殆
ど
通
訳
つ
き
で
行
な
わ
れ
た
が
、
体
操
、
図
画
、
エ
芸
 
 

な
ど
比
較
的
簡
単
な
科
目
の
場
合
に
は
通
訳
を
置
か
ず
、
日
本
語
を
使
 
 

い
、
手
真
似
で
補
っ
て
授
業
を
行
な
っ
て
い
た
。
上
記
の
よ
う
な
洋
式
 
 

体
操
の
場
合
も
こ
れ
に
あ
て
は
ま
る
と
い
え
よ
う
。
以
上
は
、
当
時
の
 
 

授
業
の
一
風
景
で
あ
る
が
日
本
人
教
習
の
伝
え
る
一
つ
一
つ
の
物
事
が
 
 

大
変
興
味
深
く
受
け
取
ら
れ
て
い
っ
た
様
子
が
伺
え
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
日
本
人
教
習
の
中
に
は
中
国
社
会
に
入
り
、
民
 
 

衆
に
接
近
し
よ
う
と
し
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
郭
沫
若
に
よ
る
と
、
 
 

一
九
〇
四
年
の
夏
休
み
、
四
川
の
東
文
学
堂
で
学
ん
で
い
る
彼
の
長
兄
 
 

は
二
人
の
日
本
人
教
習
と
一
緒
に
蛾
媚
山
に
遊
び
、
帰
り
に
彼
ら
を
郭
 
 

の
家
に
連
れ
て
い
っ
た
。
一
人
は
服
部
操
と
い
い
、
も
う
一
人
は
河
田
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喜
八
郎
と
言
っ
た
。
江
向
栄
の
「
日
本
教
習
分
布
表
」
に
よ
れ
ば
、
服
 
 

部
操
は
当
時
四
川
省
成
都
の
東
洋
予
備
学
童
の
教
習
で
あ
っ
た
 
（
圧
向
 
 

栄
 
前
掲
書
一
一
四
ペ
ー
ジ
）
。
お
そ
ら
く
、
服
部
は
仕
事
の
か
た
わ
 
 

ら
、
束
文
学
豊
の
授
業
を
兼
ね
て
い
た
か
ら
、
郭
の
長
兄
と
知
り
合
っ
 
 

た
の
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
服
部
は
日
本
に
帰
っ
た
後
、
『
日
華
大
辞
典
』
 
 

の
編
者
と
な
り
、
東
京
成
城
学
校
留
学
生
学
部
主
任
に
も
な
っ
て
、
長
 
 

い
間
、
中
国
人
の
留
学
生
予
備
教
育
に
従
事
し
て
い
た
。
中
国
で
教
習
 
 

と
し
て
得
た
経
験
及
び
中
国
人
と
の
生
の
接
触
は
そ
の
後
の
服
部
の
職
 
 

業
に
い
か
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
郭
の
家
に
遊
び
に
来
た
 
 

服
部
操
と
河
田
喜
八
郎
は
、
郭
沫
若
に
日
本
語
を
教
え
た
ほ
か
に
、
郭
 
 

の
家
族
と
ど
ん
な
交
流
を
行
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
資
料
ほ
残
さ
れ
て
 
 

い
な
い
が
、
都
び
た
農
村
の
人
々
に
と
っ
て
、
日
本
人
と
の
交
流
は
視
 
 

野
を
広
げ
ら
れ
、
自
分
の
国
以
外
の
知
識
を
増
す
体
験
だ
っ
た
に
違
い
 
 

な
い
。
郭
沫
若
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
日
本
人
が
釆
た
こ
と
で
、
 
 

私
た
ち
の
郷
里
の
風
習
が
だ
い
ぶ
開
け
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
 
 

と
も
顕
著
だ
っ
た
の
は
父
が
そ
れ
以
来
生
卵
を
食
べ
は
じ
め
た
こ
と
だ
。
 
 

こ
れ
は
前
に
は
夢
に
も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
」
（
郭
 
 

沫
若
 
前
掲
書
 
三
三
ペ
ー
ジ
）
ち
な
み
に
、
滞
日
六
年
に
な
っ
た
筆
 
 

者
は
い
ま
だ
に
生
た
ま
ご
を
食
べ
ら
れ
な
い
。
郭
沫
若
の
父
の
「
変
化
」
 
 

は
、
今
の
中
国
人
の
目
か
ら
見
て
も
、
驚
く
べ
巷
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

こ
の
こ
ろ
、
日
本
に
留
学
し
た
人
の
中
に
は
、
国
に
戻
り
学
校
に
勤
 
 

め
る
人
が
多
か
っ
た
。
郭
沫
若
が
学
ん
で
い
た
田
舎
の
高
等
小
学
校
に
 
 

も
そ
う
し
た
教
師
が
い
た
。
例
え
ば
、
こ
こ
に
羅
と
い
う
人
が
い
る
が
、
 
 

彼
は
嘉
納
治
五
郎
の
宏
文
学
院
を
卒
業
し
た
人
で
、
郭
の
在
籍
し
た
高
 
 

等
小
学
校
で
数
学
と
物
理
を
敢
え
て
い
た
。
ま
た
一
九
〇
七
年
郭
沫
若
 
 

は
中
学
校
に
進
学
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
、
教
師
の
内
の
何
人
か
は
 
 

日
本
へ
の
留
学
経
験
者
で
あ
っ
た
。
学
監
で
、
国
文
を
担
当
し
た
者
も
 
 

い
た
し
、
地
理
学
を
教
え
る
者
も
い
た
。
こ
う
し
た
教
師
は
官
費
留
学
 
 

生
か
私
費
留
学
生
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
日
本
で
何
を
専
攻
し
た
の
か
な
 
 

ど
は
郭
抹
若
の
文
章
で
は
明
ら
か
で
な
い
。
だ
が
郭
沫
若
の
筆
致
か
ら
、
 
 

彼
ら
は
学
生
を
導
け
る
ほ
ど
の
学
殖
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
印
 
 

象
を
受
け
る
。
 
 
 

当
時
、
日
本
に
渡
っ
た
中
国
留
学
生
の
多
く
は
官
費
で
も
私
費
で
も
、
 
 

速
成
教
育
を
受
け
た
人
が
非
常
に
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
留
学
生
の
教
 
 

育
機
関
と
し
て
も
っ
と
も
知
ら
れ
た
宏
文
学
院
に
は
修
業
年
限
三
年
の
 
 

普
通
科
と
一
年
程
度
の
速
成
科
と
い
う
課
程
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
留
 
 

学
生
の
大
多
数
は
速
成
科
に
入
学
し
た
。
こ
の
他
、
速
成
師
範
科
や
警
 
 

務
科
に
は
一
カ
年
の
ほ
か
、
八
カ
月
、
六
カ
月
の
課
程
も
開
設
さ
れ
た
。
 
 

宏
文
学
院
開
設
後
、
最
初
の
五
年
間
で
卒
業
生
は
一
九
五
九
人
い
た
。
し
 
 

か
し
そ
の
内
、
「
普
通
科
卒
業
は
わ
ず
か
一
二
九
人
（
六
．
六
％
）
に
対
し
 
 

て
、
速
成
科
卒
業
は
一
八
三
〇
人
と
圧
倒
的
多
数
（
九
三
．
四
％
）
を
占
 
 

め
て
い
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
速
成
科
卒
業
生
の
八
割
近
く
（
一
四
一
七
 
 

人
）
は
師
範
科
関
係
の
修
了
者
で
あ
っ
た
」
（
阿
部
洋
 
前
掲
書
 
七
七
 
 

ペ
ー
ジ
）
。
郭
沫
若
を
教
え
た
教
師
た
ち
も
速
成
教
育
を
経
た
者
達
だ
っ
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た
の
だ
ろ
う
。
短
期
間
で
学
業
を
修
め
た
者
が
果
た
し
て
ど
の
く
ら
い
 
 

学
力
を
有
し
て
い
た
の
か
。
こ
と
に
語
学
や
理
科
類
は
わ
ず
か
一
年
あ
 
 

る
い
は
数
ヶ
月
の
学
習
に
よ
っ
て
身
に
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
 
 

う
。
 
 
 

郭
沫
若
の
通
っ
た
中
学
校
で
は
英
語
と
日
本
語
が
教
授
さ
れ
て
い
る
。
 
 

彼
は
両
方
を
学
ん
だ
。
英
語
の
教
科
書
は
日
本
の
正
則
英
語
学
校
の
教
 
 

科
書
だ
っ
た
。
日
本
語
の
教
科
書
は
だ
れ
が
つ
く
っ
た
の
か
不
明
で
あ
 
 

る
が
、
日
本
語
を
教
え
る
先
生
は
成
都
の
日
本
留
学
予
備
校
で
一
年
習
 
 

っ
た
だ
け
で
、
そ
れ
ほ
ど
日
本
語
が
で
重
な
か
っ
た
ら
し
い
。
郭
沫
若
 
 

は
「
私
た
ち
は
日
本
語
を
一
、
二
学
期
間
習
っ
た
が
、
私
た
ち
の
カ
の
 
 

限
り
を
つ
く
し
て
、
5
0
音
す
ら
身
に
つ
か
な
か
っ
た
」
（
郭
抹
若
 
前
掲
 
 

書
 
八
一
ぺ
Ⅰ
ジ
）
と
回
想
し
て
い
る
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
近
代
教
育
を
導
入
し
は
じ
め
た
頃
、
こ
と
 
 

に
科
挙
に
よ
る
官
僚
の
選
抜
試
験
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
多
く
の
中
 
 

国
人
は
日
本
に
留
学
し
、
そ
し
て
同
じ
時
期
、
中
国
の
新
式
の
学
校
の
 
 

増
加
と
と
も
に
、
多
く
の
日
本
人
が
教
師
と
し
て
雇
わ
れ
た
。
中
国
人
 
 

の
日
本
留
学
の
成
果
は
帰
国
直
後
の
時
点
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
 
 

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
多
人
数
の
一
斉
行
動
は
社
会
に
新
風
を
吹
 
 

き
込
み
、
人
々
の
考
え
を
新
た
に
さ
せ
る
推
進
力
を
用
意
し
た
に
違
い
 
 

な
い
。
つ
ま
り
、
日
本
留
学
を
通
じ
て
、
中
国
は
近
代
文
明
に
冒
醒
め
、
 
 

さ
ら
に
西
洋
文
化
の
片
鱗
に
触
れ
る
卓
っ
か
け
を
得
る
こ
と
が
で
重
た
 
 

の
で
あ
る
。
今
世
紀
の
二
〇
年
代
、
新
文
学
運
動
で
大
活
躍
し
た
多
く
 
 

の
文
学
者
は
日
本
へ
の
留
学
縫
験
者
だ
っ
た
。
魯
迅
、
周
作
人
、
都
連
 
 

夫
、
郭
沫
若
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
す
ぐ
れ
た
文
学
者
が
輩
 
 

出
し
た
。
ま
た
、
近
代
中
国
史
に
名
を
残
し
た
政
治
及
び
軍
事
の
指
導
 
 

者
も
そ
の
中
に
多
く
名
を
連
ね
る
。
彼
ら
が
日
本
で
得
た
種
子
は
中
国
 
 

で
撒
か
れ
、
絢
爛
と
花
開
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
日
本
の
場
合
で
は
、
外
 
 

国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
が
一
つ
の
切
っ
掛
け
と
な
っ
て
日
本
語
の
 
 

文
法
の
本
格
的
な
研
究
、
日
章
辞
典
の
編
纂
な
ど
も
一
段
と
進
ん
で
い
 
 

っ
た
。
他
方
、
漢
籍
か
ら
中
国
を
見
る
の
で
は
な
く
、
中
国
の
学
校
の
 
 

教
師
と
し
て
、
日
本
人
教
習
は
実
際
の
中
国
人
の
社
会
に
入
り
込
み
、
一
 
 

般
の
民
衆
と
交
流
し
、
生
の
中
国
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
重
た
。
こ
の
 
 

よ
う
に
日
本
留
学
、
日
本
人
教
習
は
両
民
族
の
前
例
の
な
い
大
接
触
の
 
 

媒
介
物
で
あ
り
、
日
中
両
国
の
文
化
交
流
の
歴
史
に
な
く
て
は
な
ら
な
 
 

い
、
輝
か
し
い
一
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
 
 
 

し
か
し
、
服
部
操
ら
が
中
国
の
学
生
と
一
緒
に
山
を
登
り
、
中
国
の
 
 

学
生
の
家
族
と
親
し
く
付
き
合
っ
た
よ
う
な
実
に
麗
し
い
交
流
が
あ
っ
 
 

た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
留
学
の
高
峰
期
か
ら
わ
ず
か
二
〇
数
年
後
、
日
 
 

本
は
中
国
を
侵
略
す
る
道
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
の
不
幸
な
戦
争
は
ど
う
 
 

理
解
す
れ
ば
、
い
い
の
か
。
私
に
と
っ
て
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
 
 

大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
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